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論 文 の 内 容 の 要 旨

肉用アヒルは近年攻良が進み成長性が改善されたが､自由摂取で飼育すると体脂肪の蓄

積が過剰となりやすい｡体脂肪､特に腹腔内脂肪の過剰は生産物としての価値や生産性に

とって望ましいことではない｡本研究はこれらの問題を解決するため,成長性を維持しつ

つ､かつ､過剰な体脂肪蓄積を低減させる方法として､制限給餌を用いた肉用アヒル飼育

システムを確立することを目的として行ったものである｡論文は5つの実験とその考察か

らなっている｡実験1,2および3は初期制限給餌の方法およびその効果について､また

実験4および5は制限給餌後の成長をより向上させるために適切な飼料中栄養成分につい

て検討している｡

実験1では初期制限給餌の程度にづいて検討している｡アヒル雛に自由摂取とした場合

の80%､60%および40%の飼料を給与して1週間(8～14日齢)制限給餌しても､その

後通常の飼料給与を行うと､初期制限の程度に関ゎらず､飼料効率が改善されるとともに
代償成長が認められ､47日齢では屠体重および屠体成分は各処理間に差がないことを明ら

かにしている｡

実験2では初期制限期間の長さたっいて検討し､アヒル雛を8日齢から`7,10および14

日間､自由摂取の40%に制限給餌すると､飼料効率は全ての制限区で改善され､ま声､49

日齢における体重は7■日間制限区では対照区とほぼ等しいが､10と14日間制限区では低

くなることを明らかにしている｡更に､49日齢に掛ナる屠体中粗脂肪含量は14日間制限

区において低くなることも明らかにしている｡

美醜3では適切な制限給餌の方法について検討し､自由摂取の50%の飼料給与区､籾

-43-



を用いての50%希釈飼料給与区及び1日自由摂取､1日絶食を繰り返す給与区で肉用アヒ

ルを8日齢から7日間飼育すると､4夕日齢においては全ての制限区で代償成長が認めら

れること､および制限解除後の増体量は50%給与区と希釈飼料給与区で増加することを明

らかにしている｡また､肝臓及び血清中各脂質画分含量は制限給与によって有意に減少し､

49日齢においても肝臓と血清中のトリグリセリド含量は50%給与区と希釈飼料給与区で

低下すること､および､全ての制限区で窒素とエネルギー保留率が高くなることも明らか

にしている｡

実験4および5では初期制限解除後の成長をより改善できるような飼料中蛋白質および

エネルギー含量について検討し､増体量および脂肪蓄積から判断して粗タンパク質含量

(CP):22%,代謝エネルギー含量(如E):3100k払1瓜gの飼料が最も適切であることを明ら

かにしている｡

以上のことから初期制限給餌法を用いることによ.り､肉用アヒルの成長率を向上させ､

飼料効率および肉質の改善が可能であることを明らかにし､その方法は8から14日齢の

7日間､50%希釈飼料を給与する制限給餌が最も実用的で効果が奉ると結論している｡ま
た､制限解除後に給与する飼料にはCP:22%,ME:3100kcangの飼料を用いることでより

代償発育を助長し､飼料効率および肉質を改善できることも提言している｡

審 査 結 果 の 要.,旨

肉用アヒルは近年改良が進み成長性が改善されたが､自由摂取で飼育すると体脂肪

の蓄積が過剰となりやすい｡体脂肪､特に腹腔内脂肪の過剰は生産物としでの価値や

生産性にとって望ましいことではない｡本研究はこれらの問題を解決するため,成長

性を推持しつつ､かつ､･過剰な体脂肪蓄積を低減させる方法として､.制限給餌を用い

た肉用アヒル飼育システムを確立することを目的として行づたものである｡･論女は5

つの実験とその考察からなっている｡実験1,2■および3は初期制限給餌の方法およ

びその効果について､また実験4および5は制限給餌彼の成長をより向上させるため

に適切な飼料中栄養成分について検討している｡

実験1では初期制限給餌の程度について検討している｡アヒル雛に自由摂取とし

た場合の80%､60%および40%の飼料を給与して1週間(8～14日齢)制限給餌し

ても､その後通常の飼料給与を行うと､初期制限の程度に関わらず､飼料効率が改善

されるとともに代償成長が認められ､47 日齢では虜体重および屠体成分は各処理間
に差がないことを明らかにしている｡これらの結果ば'E鮎ctofearlyfeedrestriction

dfvariedseverityongrowthperformance,CarCaSSCOmPOSitionandlipid,

metabolisminfemaleducks"としてとりまとめAnim.Sci.J.70:297･305.1999.に

掲載された｡

実験2では初期制限期間の長さについて検討し､アヒル雛を8日齢から7,10およ

び14日間､自由摂取の40%に制限給餌すると､飼料効率は全ての制限区で改善され､

また､49日齢における体重は7日間制限区では対照区とほぼ等しいが､10と14日

間制限区ではやや低くなるこ■とを明らかにしている｡更に､49日齢における屠体中

粗脂肪含量は14日間制限区において低くなることも明らかにしている｡

実琴3では実用可能な制限絵餌の方法について検討し､自由摂取の50%の飼料給与
区､籾を用いての50%希釈飼料給与区及び1日自由摂取､1日絶食を繰り返す給与区
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で肉用アヒルを8日齢から7 日間飼育すると･､49日齢においては全ての制限区で代

償成長が認められること､および制限解除後の増体量は50%給与区と希釈飼料給与区

で増加することを明らかにしている｡また､肝臓及び血清中各脂質画分含量は制限給
与によって有意に減少し､49 日齢においても肝臓と血清中のトリグリセリド含量は

50%給与区と希釈歯科給与区で低下すること､および､全ての制限区で窒素とエネル
ギー保留率が高くなることも明らかにしている｡これらの結果ば,E鮎ctofdi飴rent

earlyfeed王estrictionr申mensonperformance,.CarCaSSCOmPOSition,andlipid
metabolisminmaleducks"としてとりまとめA山m.Sci.J.71:586-593.20.do.に掲
載された｡

実験4および5では初期制限解除後の成長をより改善できるような飼料中蛋白質

およびエネルギー含量について検討し､増俸量および脂肪蓄積から判断してCP:22%,

ME:3100kcaukgの飼料が最も適切であることを明らかにしている｡

以上のことから初期制限給餌法を用いることl羊より､肉用アヒルの成長率を向上さ
せ､飼料効率および肉質の改善が可能であることを明らかにし､その方法は8から

14日齢の7日間､50%希釈飼料を給与する制限給餌が最も実用的で効果があると結論
している｡また､制限解除後に給与する飼料にはCP:22%,ME:3100kca地gの飼料を

用いることで代償発育をより助長し､飼料効率および肉質を改善できることも提言し

ている｡

以上の研究結果は現在一般的に行われている肉用アヒルの飼育体系に飼育初期に

おける制限給餌を導入することにより･､アヒル肉の生産をより効率的に行いうること

の可能性を示したものであり､また､実用可能な制限給餌方法および制限率餌後に給
与する飼料の栄養成分含量の指標を提言しておりアヒル肉生産業に寄与する土とが

大である｡よって審査委員全員一敦で本論文が岐鼻大学大学院連合農学研究科の学位

論文として十分価値あるものと認めた｡
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